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日時：2025 年 11 月 20 日（木）　於：八戸プラザホテル　12：30 〜　▶ＳＡＡ　村岡徹弥　
▶ビジター・ゲスト　なし　▶四つのテスト　武部一代　▶撮影　武部一代　

四つのテスト
武部一代　会員

本日のお食事

会長要件（蛇口和憲　会長）会長要件（蛇口和憲　会長）　　

出席報告
鳥谷部雅子　会員

マリオ・セザール・マルティンス・デ・カマルゴ
米谷　恵司

委員会報告
村岡徹弥　青少年委員長

　皆さんこんにちは。八戸ロータリークラブのバナーが新しくなったということで、この前の 70 周年式典の
時にいただいてきました。周年を記念してバナーデザインを変えたということです。八戸工大二高の生徒さ
んがデザインしたという日本三駒の八幡馬をベースにしたものです。
　お話しすることをあまり考えていなくて、、、 ブラックフライデーの話をちょっとお話しします。感謝祭の次
の日がブラックフライデーになっていて、 感謝祭というのは 11 月の第 4 木曜日で、次の日の金曜日がブラッ
クフライデーです。
　何でブラックっていうか ? 今まで赤字が続いてた売上がその日のセールをきっかけに黒字になるっていう
ので、ブラックフライデーっていう風になっているそうですが、これは日本がこじつけたものであるという
ことです。
　もともと、感謝祭はみんな収穫を祝おうというのが始まりなんです。けれども、最近では各地に行ってい

る家族が集まって一緒に食事をして会話などをして楽しむというところで、その日は誰も仕事をせずに家族と過ごすことと収穫を祝うという
のがスタートです。そうすると次の日どうなるかというと、例えば工場をやっているところは社員が何人も休んでしまうからブラックだとか、
販売をしているところもやっぱりもう感謝祭で疲れ果てて出勤する社員が少ないのでブラックだというのがあってブラックフライデーという、
本当の黒い悪い意味でだったのを言っていたそうです。
　ところが感謝祭のために皆さんでプレゼント買うとか食事の準備をするとかでいろいろお金を使ったんだけど、売れ残ったものも多くあり、
安くして売ったらすごく売れたと、そしたら今度それを運ぶドライバーさんが物流が増えることによって、やっぱりブラックじゃないかとい
うことも始まったんですけども、今となると赤字だったのが黒字化する金曜日というのでブラックフライデーというふうに定着した
　もともとは感謝祭というのがなければ、ブラックフライデーってないんです。感謝祭というのはメイフラワー号という船でイングランド、
イギリスですけどアメリカに移住してくるために 1960 年に船で今のニューヨークあたりに着いた。翌年から先住民の方々から穀物の育て方
を聞いて、その収穫ができて、それに対する感謝をする日ということで感謝祭が始まったのが 1621 年からです。
　先住民や穀物の収穫に感謝ということで感謝祭というということです。では、日本にはそのようなのがあるのかな？勤労感謝かな？とか思
いながら、だけども意味合いとすると先日の収穫祭とかが感謝祭に値するかなと私は勝手に思っております。
　今日は理事会ありますのでこのぐらいにします。ありがとうございます。

幹事報告（島浦理　幹事）幹事報告（島浦理　幹事）
　それでは、幹事報告をします。今日は 3 点です。
　○ 1 点目は第 2 回ロータリー財団セミナー兼補助金管理セミナーの開催について
　地区補助金を申請するのには この財団セミナーでなければいけないということで 12 月 7 日日曜日 14 時
から 16 時半。これについては財団委員長の杉本さんがちょっと出れないということですので、次年度会長
の村岡さんと次年度幹事の畠山さんに行っていただきますのでよろしくお願いします。
　○ 2 点目がガバナエレクト国際協議会出席壮行会
　ロータリー財団セミナーと同日ですね この財団セミナーが終わった後に 17 時 30 分から 19 時 30 分まで 
壮行会がございます。これも畠山さんと村岡さんに行っていただきますのでよろしくお願いいたします。
　○あと 1 点が、ガバナーノミニーデジグネートの決定宣言
　前回まで対抗者がいなければこの人になりますよというのが青森ロータリークラブの佐藤健一さんだった

んですけれども今回確定しました。ということで連絡が来ております。岡山ノミニーの次ですね。 次が弘前西の成田俊介エレクト、その次
が六カ所ロータリークラブの岡山信弘ノミニー、その次が青森ロータリークラブの佐藤健一さんということで続いていきます。
　今日の委員会で会長ノミニーも決定しなければいけないということで盛り沢山ですので私の幹事報告は以上となります。

出席報告（鳥谷部雅子　会員）出席報告（鳥谷部雅子　会員）
会員総数 37名　会場出席　14名　オンライン　３名　出席率　45.9％

工藤威美子　会　員：感謝
蛇口　和憲　会　員： 創立 10 周年行事。おそらく、一生に一度の経験だと思います。皆様、ありがとうございます。
鳥谷部雅子　会　員：こんにちは、本日もどうぞよろしくお願いします。
島浦　　理　会　員：10 ～ 11 月にかけて、ロータリーのイベントお疲れ様でした。
　　　　　　　　　　八戸西 RC の 10 周年記念式典。いろんな人に誉められました。
武部　一代　会　員：こんにちは。今日も宜しくお願いします。
村岡　徹弥　会　員：本日もよろしくお願いします！
山口　龍介　会　員：今年も残すところ１ヵ月と少しですね。最近ちょっとお疲れ気味です。温泉行きたい！
森　トシ子　会　員：本日もよろしくお願い致します。
畠山　賢次　会　員：10 周年、お疲れさまでした。プールに行きはじめて１ヵ月がたちました。
　　　　　　　　　　体重は変わりませんが、泳げなかった 25 ｍ、泳げるようになりました！
畠山　徳陽　会　員：皆さんこんにちは。１１月はイベントが盛りだくさんでお疲れ様でした。ご協力に感謝します。
　　　　　　　　　　今年も１ヵ月ちょいとなりました。日に日に寒くなりますので、体調管理に気を付けてお過ごし下さいませ。
小林　周子　会　員：皆さん　10 周年行事お疲れ様でした。とても良い経験になったと思います。今日もよろしくお願いします。
小笠原美千代　会　員：本日も最良の日でありますように。
大嶌　泰雅　会　員：工大一高で認知症の勉強会を開催しました。こちらも勉強になりました。
藤井美保子　会　員：今日はポカポカとあたたかいです。心もあたたまる感じです。今日もよろしくお願いします。

ニコニコボックス（藤井美保子　会員）ニコニコボックス（藤井美保子　会員）



・会　長　蛇口　和憲　　
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11 月 19 日開催　八戸工大一高 認知症サポーター講座（大嶌泰雅　奉仕プロジェクト委員長）11 月 19 日開催　八戸工大一高 認知症サポーター講座（大嶌泰雅　奉仕プロジェクト委員長）

紙面の都合上、一部省略させていただきました。

その他の委員会（村岡徹弥　青少年委員長）その他の委員会（村岡徹弥　青少年委員長）

皆様こんにちは 3 点ほどお話があります。
　先ほどありました通り、昨日大嶌会員の認知症の講座をやってきました。非常に大嶌さんが慣れていて、
何も私はやることなく、本当にためになる話を聞いてきたような形だったので 来年以降も続けていければと
いうことを非常によく思いました。
　あともう一点がアクトの翼の件でした。正式に行くことが決まりました。旅行会社と工大一高の方で直接
やり取りをしているという形です。私も資料をいただいております。もし資料をちょっと見てみたいと思う
方いらっしゃいましたら、事務局か私に声かけていただければと思います。
　最後ですね。12 月 13 日毎年やってました工大一高生が三嶋神社の清掃活動ですね。そこにうちのクラブ
もお手伝いするというような形で毎年やってますけども、今年も 12 月 13 日土曜日 10 時よりやる形になり
ました。出欠の方をちょっと蛇口さんにお願いして取りたいと思います。都合の合う方はぜひとも参加いた
だければと思います。是非、よろしくお願いいたします。以上です。

ちなみに寸劇は私は嫁の意地悪な係です。大嶌さんはボケたおじいちゃん
の係ですね。寸劇して学生もその後に寸劇しましてね。良い例と悪い例という感
じで お勉強になりました。ありがとうございました。
( 藤井 ) ニコニコ発表中のコメントです

本日の担当委員会（山口龍介　副幹事）本日の担当委員会（山口龍介　副幹事）
　先週は 10 周年皆さんお疲れ様でした。ちょうど日曜日にふと気が抜けたのか一気に気持ちが落ちてしまい
まして、徐々に徐々に今週入って気持ちも盛り上げ、年末年始また頑張っていきたいと思います。今回このお
話をしようと思ったのが、先日西ロータリー 10 周年を迎えて、私も入会してから 8 年目になりますけれども、
その間うちの事務所も組織として変わってきておりますので、改めて現在とこれからについて知ってもらいた
いなと思ってお話します。
　 1 ページ目のところにうちの法人の概要という形で書いてますけれども 2009 年 10 月うちの代表弁護士が
事務所を設立しまして、私が入った時には代表と私弁護士 2 人にスタッフが 1 人か 2 人という状態でした。そ
こから少しずつ増えて、今のヴィアノヴァに来たのが 2017 年 1 月ですね。その翌月に私が八戸西ロータリー
クラブに入会したという形になります。2019 年には法人化して 2022 年 2 月には青森事務所を設立してとい
うところで、現在法人全体で弁護士数が 7 名でスタッフが 20 名。下に青森事務所・八戸事務所それぞれ構成
書いてますけれども、八戸事務所の方では、広告戦略ウェブ担当のスタッフと経理会計総務のスタッフもそれぞれいてやっております。弁護士
の方も来年入所内定を出している子が 1 人いて、さらに再来年には 11 月の司法試験合格発表がありまして、そこで合格した子から事務所入所
希望がありました。1 年目の弁護士の場合、合格の研修があるのでその子は再来年の 4 月に入所するというような形になっております。弁護士
も採用難でほとんどの子がみんな東京で就職するんですけども、青森に来てくれるというところで非常に嬉しいなと思っております。私以前に
も話した通り 仕事において特に法人化前後してマネジメント業務ですね。組織づくりと業務運営のほうの改革のほうに注力してきたんですけれ
ども、マネジメント業務の対応時間がかなり人が増えるにつれて増えてしまって、事件処理案件対応 40 に対してマネジメント業務 60 くらい
の割合になってます。夜の残業はしたくないので朝来て 6 時過ぎに出勤して、そういうマネジメント業務から仕事をやって昼休みはちょっと長
めに取りつつ、定時では帰るようにして無理なく働いております。組織づくりをしようと思った目的ですけれども、端的に言うとやっぱりみん
な縁があって、一緒に働くことになったのでそういう弁護士とかスタッフについて幸せになってもらいたいなという思いで、いつも支えてもらっ
て助けてもらっているので自分としても何かできることはないかなと考えて、自分ができそうなこととして、働きやすい環境とかやりたいこと
ができる。ここで仕事をしていて楽しいなって感じられるようなそういう組織を作っていきたいと思ってこれを始めました
　 資料の 2 ページ目のところにはうちの事務所の特徴というところで 地域密着型の事務所というところで、人員が揃ってきたことでおかげさ
まで、八戸市・青森市中心にいろんな方から依頼いただくようになりました。（中略）
　 3 枚目は多様な案件対応というところで、先ほども言った通り一人ではどうしても無理ですけれども、弁護士が何人もいてそこにスタッフも
いて一緒にチームを組んで協力してやるからこそ、数多くというかいろんな種類の事件が対応サポートできているんじゃないかなと思っており
ます。また、ちょっと組織づくりの話に戻りますと ( 中略 ) パーパスというのが、日本語に訳すと「存在」というか「何のためにこの仕事をし
ているのか」とか、この仕事をしている自分自身の存在というか社会の中でのうちの事務所の役割は何だろうかというところを以前にも話した
ことこの場で話したことありますけれども、コロナの頃とかに、法律事務所と弁護士の仕事って、何か意味があるのかなとか何のためになって
いるのかなとかそういうところもよく考えることがあったんですけれども、ここをしっかりと定めてスタッフも含めて自分たちはこういう形で
社会に貢献して、自分たちの仕事はこの世の中に意味がある仕事なんだよというところをみんな一致していくためにここは必要なところだなと
いうところで策定しました。ビジョンのところは将来像ですね。特に私がみんなにこういう事務所であってみんなには幸せになってもらいたい
というところでここのビジョンのところは考えたところですけれども、やっぱり地域の人々に 愛され感謝されるというところであったりとかそ
の人がここの事務所で働いているということで尊敬されるとかそこに働いていることにプライドとやりがいを持っているとかそういうふうにし
て働いてくれるといいかなと思って この辺りは作りました。
　最後のページですけれども、うちの事務所が目指す将来像というところで、再来年の春には弘前の方に支店をつくる予定で、もう今から動い
ているところです。そうなると八戸市から青森市、弘前市となって、青森県全域とあとは 今八戸市だと岩手県北をカバーしていますけれども、
弘前市につくると今度は秋田県北の方もカバーできるんじゃないかなと思います。支店の展開はひとまずその辺りかなと思っております。あま
り広く広くとなってしまうとそこにも書いてますけれども、自分たちの事務所理念というところにもそぐわなくなってくるので あくまで自分た
ちは何のために この仕事をしているのかというところを中心に考えております。( 中略 ) 他の法律事務所と比べて、うちの事務所はまだまだ若
い事務所なので経験自体が少ないですけれどもそのあたりはしっかりといろんな勉強とか セミナーとかもこっちの方からもいろいろ積極的に参
加して 仕事の質を高めて頑張っていきたいかなと思っております。
　あと最後になりますけれども、先日の西ロータリーの 10 周年のお土産について、八戸ロータリーの 70 周年に参加したときに西の方にも来
てくれた方と話したときに皆さんすごいお土産の評判が良くてですね。ここだけの話、八戸ロータリー 70 周年のお土産と比べて、西のお土産
は本当に良かった！って皆さん言ってくださいました。


